雨水調整池管理協定書

　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（以下「甲」という。）と横須賀市上下水道事業管理者（以下「乙」という。）は、甲が設置した雨水調整池（以下「雨水調整池」という。）の管理について、次のとおり協定を締結する。

（雨水調整池の名称等）

第１条　雨水調整池の名称、位置、貯留量及び最大水深は、次のとおりとする。

 (１) 名　　称　

 (２) 位　　置　

 (３) 貯 留 量　　　　　ｍ３
 (４) 最大水深　　　　　ｍ

（設置期間）

第２条  雨水調整池は、乙が必要と認める期間これを設置するものとする。

（雨水調整池の管理）

第３条　甲は、雨水調整池の目的、機能等について十分理解のうえ、雨水調整 池の維持管理に関する一切の業務（以下「管理業務」という。）を行うものとする。

２　甲は、管理業務を的確に遂行するため管理者を選任し、その者の住所及び 氏名を乙に届け出なければならない。

３　甲は、次に掲げる事項について留意したうえで、管理業務を行うものとする。

 (１) 雨水調整池における土砂の堆積の除去

 (２) 雨水の流入口及び流水口のスクリーン等の点検及び清掃

 (３) 雨水調整池の安全施設に対する日常点検の実施

 (４) 毎年の雨期、台風、異常気象等により大量の降雨が予想される場合にお     ける厳重な監視の実施及び災害発生の予防

 (５) 雨水調整池に事故又は災害が発生した場合その他異常を発見した場合に     おける応急処置

（図書の備付け）

第４条　甲は、雨水調整池の管理に関する図書を備え付け、降雨その他の状況について記録するものとする。

（立入りの承認等）

第５条　甲は、乙が雨水調整池への立入りを必要としたときは、これを認めなければならない。

２　甲は、乙から前条に規定する図書の閲覧又は報告を求められたときは、乙に協力しなければならない。

（修繕義務）

第６条　甲は、雨水調整池の管理瑕疵により乙の管理する施設に土砂堆積等の被害を与えたときは、除去等の修繕義務を負うものとする。

（改修工事等の協議）

第７条　甲は、雨水調整池の機能又は構造等に影響を及ぼす改修を行おうとする場合は、あらかじめ乙と協議しなければならない。

２　甲は、雨水調整池に係る排水区域を変更しようとするときは、事前に乙と協議をしなければならない。
（費用）

第８条　甲は、管理業務に要する費用を乙に請求しないものとする。

（地位の継承）

第９条　甲は、雨水調整池の所有権を第三者に譲渡しようとするときは、当該譲受人にこの協定に基づく管理業務を行うことを承諾させたうえで、これを譲渡するものとする。

２　甲は、前項の規定により雨水調整池の所有権を譲渡したときは、当該譲受人の住所及び氏名を当該譲受人と連署のうえ乙に届け出なければならない。

（その他の事項）

第10条　この協定に定めのない事項又はこの協定の内容について疑義が生じた場合は、甲乙協議のうえ決定するものとする。

　この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、各自記名押印のうえ、各自１通を保有するものとする。

    令和　年　月　日

          甲　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　

          乙　横須賀市小川町11番地

                横須賀市上下水道事業管理者　

上下水道局長　〇　〇　　〇　〇

